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序

ルンゲの「四つの時」をテイークが初めて目にした瞬間，完全にその魅力に取り懸かれ

－時間ほど黙りこんだままだったという')。これは人生の営みを一日の移り変わりに準え，

原初の神的秩序のもと人間の魂が植物的に上昇する様子を連作として綴った，ルンゲのみ

ならずロマン派芸術の傑作である。

フイリップ・オットー・ルンゲ，この天逝の天才画家は十九世紀末に至るまでは殆ど無

名であり，ただ親族，個人的な交友関係の中でのみ話題とされてきた。そして1889年アー

ルヌーヴォ－の評論家としても知られているハンブルクの美術史家アルフレート・リヒト

ヴァルクによって再発見ざれ2)，一躍脚光を浴びる存在となる。彼はルンゲをマネ，ベック

リンらの先駆と見散し，新しい芸術の思潮を光と色彩で表現した最初の偉大な画家として

評価している。パウル・フェルディナント・シュミットもやはり現代美術との類似性を指

摘し，その深遠な思弁`性から彼をドイツ気質の孤独な予言者の系譜に連ねている3)。

本論では，ジャンルは異なるもののロマン派を代表するテイークとルンゲの接点を，主

として自然描写の手法と音楽性という観点から考察してみたい。

Ｉ

ルンゲはテイークの「フランツ.シユテルンバルトの遍歴」を1798年発刊された時既に

読んでおり，その中の風景画についての記述に非常に感銘を受けている。二人は互いに関

心を引き合う存在であったわけだが，ロマン派のイエーナサークル解散後1801年ドレース

デンで出会い，急速に接近することとなる。ルンゲはこの年のヴァイマールでの懸賞美術

展に応募しているが，マリエリスム的な素描のスタイルがその頃最盛期を迎えていた古典

主義に容れられなかったこともあってか，落選している4)。ルンゲが目指していたのは，古

典的な模倣の制約から解放された自律的な風景画であった。その要請にテイークが上記の

作品で説く客観的観照を排した主観的感`情の鏡像としての風景が合致し，1803年のシュ

ヴァーベン地方のミンネザング集の挿絵をテイークはルンゲに依頼するなど，創作の立案

の上でも二人は歩み寄って,その親交は深まってゆく5)。兄ダニエノレ宛の書簡でルンゲは｢テ
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イークが予感として想起したものを，私がイメージの形で提示したのです｡」「テイークが

いなければ私は実作にのみ没頭し過ぎたでしょうし，私がいなければテイークはゲミュー

トに埋もれてしまっていたでしょう。」と述べているように6)，二人の交流は詩作と美術と

いう対照的なお互いのジャンルの視点をそれぞれ吸収していこうとする相互補完的なもの

である。こうしてアラベスクと象形文字という形式で新しい美術の形而上学を樹立しよう

とするルンゲの試みは，ロマン主義の観念的性格を強めながら結実することになる。

自然の循環と人生の関係や,無常の世界を超越した神の遍在を表現している彼の絵画は，

こうして寓意的な記号言語を克服し,より多義的な予感を可能にする象徴的な風景画となっ

ている。それはまさにシュレーゲルの「新しい神話」の具現を思わせるものとなっている

のである。それでは二人の理念の可視化の試みは，創作の中でどのように進められていっ

たのだろうか。

Ⅱ

まず「フランツ.シユテルンバルトの遍歴」を中,ひに，二人の作品の風景を概観してみ

よう。この作品では修業の旅の途上で森や山などの幾多の風景に遭遇した主人公がその中

に神の啓示を見て取り，それが彼を真の芸術家へと開眼させる契機となる。「小川のように

樹間を通り抜けて響く森の歌」「銀色の峰々から轟き渡る甘い響き」「月光に唱和するナイ

チンゲール｣｢森羅万象の奏でる愛くるしいオルガンの音色｣という自然のエレメントの瑞々

しい戯れに包まれて，彼は「美しい旋律がすみずみまで鳴り響くように，世界を愛の歌で

浸透させたい7)｡」と願う。

ルンゲの作品にも，森の風景を題材にしたものが数多くみられる。「狩猟の喜び｣では植

物の葉や枝と溶け合うような唐草模様でホルンが描かれ，森に響くその音色がアラベスク

として体現されている。また「ナイチンゲールの授業」では深い森の中でフルートを吹〈

アモールとそれと向き合うようにすわっているプシーヘが登場し，フルートの響きと平行

するかのように人物の下方を小川が流れている8)。

両者に共通するのは，神聖なアウラに満たされた情景と，五感に訴えかける音響と色彩

である。つまり人間と音楽と自然が三位一体となった啓示的な風景である。音楽と風景の

関連については18世紀に入ってしばしば取り沙汰されているが，初期ロマン派の間ではそ

の問題が一層尖鋭化してくる。ヴァッケンローダーや宮廷楽長ライヒャルトらとの交流に

よってテイークもある程度は音楽理論について通じており9)，「フランツ・シュテルンバル

トの遍歴｣でも絵画に対する音楽の優越性が再三にわたって強調されている。「音楽的なも

のは全ての芸術の共通の規範である｡」とルンゲも述べているが'０)，音楽の有する精神性，

不可視性は人間を現実の地平から引き上げて魂を高め，天上の無垢でもって俗世の煩悩を

遠ざけるとされている。詩や絵画と異なり，音楽は記号，文字，形式等の媒体や伝統的な

慣習に比較的囚われないジャンルであり，叙述したり意味したりするのではなく，存在そ
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のものが音楽の本質である。音楽に内在するエーテル的な性格や抽象性と風景画家は取り

組まねばならぬことを，さまざまな出会いや対話の中でフランツは悟ってゆく。つまり風

景画家とは自然の音楽を絵画の中に取り込んで表現するものであり，音楽性に裏打ちされ

たゲミュートの描写が芸術家にとっての不可欠のテーマとなる。このうな必要条件を実作

のかたちで満たしているがルンゲと言えるだろう。

音楽的要素と表裏一体となって風景を構成し，その自律性を支えているのが色彩効果で

ある。線形とは異なり，色彩も音楽同様法則に束縛されない流動的なものであり，光の作

用によってさまざまに変化する。色彩，音響，光が融合して造り上げた風景の具体例とし

て，「フランツ.シユテルンバルトの遷歴」の人里離れた山小屋の夕景を見てみよう。

「月光が地平線の上に昇り，緑の薮が暗闇の中に横たわり，遠くでは木を伐るハンマー

の音が聞こえ，月光と反対側の西の空では夕焼けに赤く染まった雲の帯が天にかかってい

る。その赤い陽光に照らされた山小屋の前に今彼らは立っている｡」’1）

『黒』（暗闇）「緑』（森）『赤』（夕陽）という色彩が，光の錬金術によって対象を超越し

自由自在に大気中を飛び交い，それに音響が共鳴し自然の持つリズムが引き出され，生命

を帯びたアニミズム的風景がここに生まれている。色彩と音響と光がパッチワークのよう

に全体の風景を構成しているが，主人公の教養形成に係わる重要な段階として位置づけさ

れ，物語の要所で繰り返される。そのたびフランツは神から選ばれ自然の言葉を語るとい

う使命に目覚め，真の芸術家へと成長してゆく。

ここで挙げた『昼』と「夜』の耀遁のイメージは，まさに「四つの時」の主題となって

いるものである。この作品の「一つの理念が表明されているというのではなく，数学と音

楽と色彩の関係が目に見えるように，巨大な花や人物や線となって描かれている｡」という

特徴がテイークに衝撃を与えたのであるが'2)，両者とも光と闇が朝夕の光景を演出し，幾何

学的均整を保ちながら全ての現象を収数する要素として作用，作中の場面と,情調の転換を

効果的にもたらしているのである。

Ⅲ

「フランツ・シュテルンバルトの遍歴」では，そこに織り込まれた多彩な風景が主人公

に芸術家へと成長する道を開示する。確かに風景がこの作品のように人生の道標となった

り幸福な結末を導くこともあるが，主人公がその心象風景に閉じ込められてファンタジー

依存症に陥って破滅へと至る場合も少なくない。この章では，テイークの初期作品におけ

る，主人公の世界観を一変させたり人生の転機をもたらすこうした風景のヴァリュエーシ

ョンを，主として音響と色彩に焦点を合わせて考察してみたい。

「友だち」は，「明るい陽光が目映いばかりに青々と茂った草むらの中で輝いていた｡」'3）

という春欄漫の日に，主人公ルートヴイッヒが病気の友人を見舞いに出かけるという設定

となっている。「果樹園の木々は白く咲き乱れている｡」「鳥のさえずりが木々のそよぎと愛



木恒治3４

らしく一体となっている｡」という「フランツ･シュテルンバルトの遍歴」で馴染みの擬人

化された色彩と音響の光景が基調となっており，その生命力溢れる自然が病で臥せってい

る友人と好対照となっている。この両極の間でルートヴイッヒは宙づり状態のような気分

になり、夢とも現ともつかない境地へ入り込んでゆく。色彩と音響が彼の瞑想の深まりを

助長し，無意職の幻想的な'情景が繰り広げられるのである。森の中を歩むルートヴイッヒ

の行程はやがて幻想の深淵へと降りて行く旅と化し，物語のハイライトを迎える場面はル

ンゲの絵画さながらの風景描写となっている。

「ナイチンゲールがつぶやくように嘆きの歌を口にすると，壮麗な月が顔をみせた。銀

色の光に照らされ木々が花開き，葉は月光を浴びて真っ赤に染まった。広々とした道も輝

いて奇しき緑の影を投げかけ，赤い雲が向こうの野の緑に消え入って，噴水は黄金色に変

わり，澄みきった天空へ向けて水しぶきを吹き上げるのだった」’4)。

幾重にも錯綜した夢想の中で自分の幼年時代の憧れのイメージが甦り，彼は失われた自

己を取り戻す。そして微睡みから醒めた時，元気を回復した友人との再会を果たす。筋に

多少の飛躍があるが，無意織の象徴へと転化した自己の心象風景が物語の中に組み込まれ，

主人公に展望を示す結果となっている。

「美しいマゲローネ」の音響の描写に注目してみると，草木が彼の耳に心地よい言葉を

嘘きかけたり，清水も誘いの音を響かせるという冒頭の部分から一貫して，メールヒエン

的な自然の万物と人間とのメールヒェン的な宥和の風景が筋を推し進めてゆく。

「ハープをつまびく調べのように恋人の歌声が青空から響きわたると，黄金色の翼をもっ

た烏たちまでが物珍しげに天上を見上げ，その調べに聞き入っていた。薄雲がたなびきそ

のメロディーをかすめるようにふれると，バラ色に染まって妙なる音色を反響させたのだ

った｡」’5）

「何もかもが心にこだまし……風が愛の歌を歌った｡」’6）

「ペーターが陽気な歌を歌い始めると，美しいマゲローネも歓喜で胸躍る思いだった。

彼の歌声は木々を打ち震わせて伝わってゆき，その歌声にはるか彼方からこだまが返って

きた。二人は天空の燃えるような明るさに，そしてすがすがしい森の輝きに彼らの愛の照

し返しだけを見ていた。周囲の音響が全て，二人の胸が哀愁と喜悦でいつぱいになるよう

に語りかけたのだった｡」’7）

物語に頻出する音響として「木々のさやぎ」や「水音」という自然のものと，主人公の

奏でる「リュートの調べ」や「歌声」という人為的なものとが挙げられるが，両者が相和

した風景が夢の領域にまで敷延され，託宜的性格をおびてくる。そして多難を乗り越えた

二人の前途の祝福を予言させるものとなっている。万物唱和のモティーフは，竪琴の音色

で自然の脅威を宥めるルンゲの「アリオンの航海」とも通底している。

以上概観してきたように，イメージ，モティーフなど二人の作品の類似性は明らかであ

り，交流の成果を如実に物語っている。
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Ⅳ

既述の諸作品では音響と色彩が主人公と外界との調和的なﾎ目互浸透を促しているが，そ

れが分裂を招いたり，運命論的な破滅のイメージを造り上げたり，世界秩序に参入できな

い孤独な人間像を導き出している例を次に見てみよう。

「金髪のエックベルト」でも，森の中の自然の音響のステレオタイプが舞台効果を発輝

している。例えば｢頭上高く木々の間を吹き抜けていく風の音」「朝のしじまをぬって木を

伐る音」「水車の回る音」「犬の吠える声」「鳥の噂り」「フレンチホルンとシャルマイが絡

み合って鳴り響く音」など枚挙に暇がない。しかし「フランツ･シュテルンバルトの遍歴」

や「友だち」とは趣を異にし，森の牧歌的側面ではなく，人間を容易に寄せ付けないよう

な寂蓼感に重点が置かれている。子供の頃森と山へ入り込んだ,思い出を語るベルタの昔話

は恐'怖と戦懐に満ちたものである。彼女はそこでさまざまな奇妙な音に囲まれて，－時は

生きる気力が失せるほど絶望の底へ叩き落とされたというのである。後にこの｢森の孤独」

が過去の悪夢を甦らせる原風景となり，ライトモティーフとして繰り返され，主人公の内

面の不安を増幅し，悲劇的結末へと追い込んでゆく。

「ルーネンベルク」では，「渓流の水音」「ブナやカシの葉のざわめき」「狩人の歌」「角

笛の響き」「猟犬と獲物の鳴き声｣などの森の典型的な音響風景に加えて，鉱物界の魔力が

日常から逃れて山へやって来た主人公クリスチャンを虜にする｡彼が奥深く進むにつれて，

有機質の風景はしだいに無機質のものへと変わってゆく。それは大理石のような肌の妖艶

な女`性のイメージと，全身をつき通すような官能的なメロディーで表現されている。一度

は村に戻り平穏にくらしていたが，見知らぬ旅人が残していった金貨の鮮血のような色彩

と，地下の冥界に誘うようなうめき声にも似た響きに吸い寄せられるように，彼は父の戒

めにも拘わらず再び山に入って行く。鉱物界の刺激的な風景は，「教会のオルガンの音」

「会衆の賛美歌の歌声」という村の敬度でのどかな風景と対置され，そこから乖離したク

リスチャンの偏執狂じみた内面を映しだしている。

「忠臣エッカルトとタンホイザー」では，音楽そのものが主要テーマとなっている。「地

獄は哀れな人間に門を広く開き，美しい音楽で門の内へおびき寄せる｡」'8)という言い伝え

に魅入られるように，主人公は山からやってきた楽士の不思議な調べを耳にして心の奥底

に潜む憧I景をかきたてられ，衝迫のままにヴィーナスの山へ入って行く。主人公のたどる

平地から山への行程，そして病的なまでに妄想に浸された心象風景としての山は，「ルーネ

ンベルク」と同じように平地の牧歌的風景と対置されている。これは原始ゲルマンの自然

崇拝とキリスト教の対極の構図としても解釈できるが，この両極に引き裂かれるように主

人公はバランス感覚を喪失し，出口を求めるかのように凶行へ走ることになる。

「妖精」の主人公マリーが迷い込む異界の風景は，恰もルンゲの「四つの時」の解説で

でもあるかのような描写となっている。

「どこからともなく美しい音楽が響いている。天井の弩薩には華麗な姿で幹をよじ登っ
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たり揺さぶったりしている幼児たちが戯れている椋棡の樹や，草花や葉の模様が描かれて

いた。音楽の調べに合わせて絵が変化してゆき，鮮やかな緋色に輝いた。緑と青が明るい

光の中できらめいたり，消え入ったり，紫色に燃え上がったり，金色に輝いたりした｡」'9）

この極彩色に縁取られた楽園の風景体験が，逆に主人公の日常を色腿せたものに変え，

彼女はいずれの世界にも安住できず孤立する。

自然の諸要素が音楽的な風景として構成され，主人公にさまざまな作用を及ぼす状況を

概観してきたが，テイークの作品の音響と色彩効果は森や山の自然描写でだけ使用されて

いるわけではなく。都市の喧騒やダンス音楽などの人工の音響に至るまで多岐にわたって

いる。「愛の魔法｣では，仮面舞踏会のデモーニッシュで悦楽的な音楽が，幽霊や妖`怪を呪

出する狂気狂乱の風景として描かれ，その｢ぞっとするような笑い声」「ティンパニーやト

ランペットの金属音」「かん高い叫び声」「薄汚い楽士がこするヴァイオリンの音｣などが，

主人公エミールのささやかな小宇宙を圧倒して葬り去る不協和音として提示されている。

また「怪しのさかずき」では，魔術的な儀式の場で幻想的な音響効果が使用されている。

主人公フェルデイナントは，その骨身に染み込むような曇惑の楽の音に抵抗するすべもな

く，色彩と音響に眩惑されて錯覚の世界に陥り，恋人と将来とを一瞬にして失ってしまう。

Ｖ

ゲーテは「四つの時」の中にロマン主義全体の問題』|生が凝縮されていることを早くから

見てとっているが２０)，ロマン派は内面の象徴的風景を追求していた。ノヴァーリスは絵画を

「自然の暗号｣，ヴァッケンローダーは「象形文字を使って語りかける芸術」とそれぞれ考

えており，Ｆｒ・シュレーゲルも自然を秩序立てるファンタジーのアラベスク模様について言

及している21)。これは無論ルンゲを想定してのことであり，彼の絵画はそうしてロマン派の

理論に深い意味を与えている。詩と音楽と美術が総合されたヴィジョンを追求しようとす

るテイークの姿勢は，これまで見てきた初期作品の自然描写にはっきりと現れているが，

テイークのみならず同時代のロマン派の面々に与えた影響はこのように看過できないもの

がある。しかしルンゲとロマン派との関係は，その後意外な展開をみせることになる。絵

画は音楽，ポエジーと一体になってはじめて完全なものになるという見解ではテイークと

ルンゲは一致し22),両者のモティーフ，構図，技法の類似点が多いことも明らかである。し

かしドレースデンからハンブルクヘ活動の拠点を移したのを機にルンゲの画風は変わり，

象形文字は実在の空間と化し，テイークが好んだ霊的雰囲気や神秘的傾向はやがて払拭さ

れてゆく。そして「四つの時」の理念解説のためのテキスト共同製作の試みは，挫折を余

儀なくされる。テイークがこの計画をどこまで真剣に考えていたかは定かではないが，ル

ンゲの具象的にすぎる構図と徹底した手法の新奇さにテイークが祷膳したというのが真相

であろう。ルンゲは色彩に神秘性を求めていた時期とは異なり，色彩によって現実が与え

られ,現実を経て道は完成されると考えるようになる。ルンゲのこの神秘性からの離脱が，
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内面性により重点を置いたテイークには受け容れ難いものとなったのである。「芸術を愛す

る－修道僧の告白」に表されているように，テイークにとって芸術はそれ自体が神的啓示

であり究極の目標であるが，ルンゲにとってはそこへと到達する手段であったにすぎず，

'洸`惚感に浸され涙で綴られるのではなく，冷静な構想に沿って知的に築き上げられている

という印象は否定できない23)。二人のこの経緯は，自然と人間の神秘的関連をいかに表現す

るかというロマン派の孕む二津背反を浮き彫りにしており，その運動の限界を暗示したも

のとなっている。

結語

ルンゲの絵画の総合芸術的様相には，カンデインスキー，シュレマー，バウマイスター

ら未来派の先駆的性格が窺われる。ロマン派が直面した無限なものにいかに有限な装いを

凝らすかという命題は，世紀を経ても受け継がれ，論議の的となる。殊に，過去の中に最

も新しい事象が秘められているとして，その範をロマン派芸術に求めていた「青い騎士」

の主宰者カンデインスキーは，ルンゲの芸術理論家としての側面を高く評価し，ルンゲの

抽象的かつ神秘的な手法を積極的に取り入れ，色彩と音響と幾何学的構図で共感覚とダイ

ナミズムを醸し出すスペクタクル芸術を編み出している24)。それはもはや定義できなくなっ

た神の啓示を抽象的な創造原理で規定しようとする構想であり，リアリズムとは無縁の領

域で内面に目を向けると同時に，堅固な形式を模索する試みである。必然的にその作風は

自己完結型の性格が濃厚で，もはやそこに時代精神をめぐる葛藤や苦悩，宗教性を感じ取

るのは難しい。

古典主義と訣別したルンゲとテイークの風景は，後年の事情はともかくとして，時代を

超越した普遍的な問題を提起したわけであり，現代の芸術の下地を造った功績は大きいと

いえよう。

[TEXT］

LudwigTieck，WerkeinvierBHndenhrsg､vonMarianneThalmannBandl，IIMUnchenl963

(以下ＢｄＬＩＩと略記）

)王

１） ヘルバート・フォン・アイネム箸，神林'恒道･武藤三千夫共訳ドイツ近代絵画史，古典主義からロマ

ン主義へ，美術名著選書，146頁参照

VglDenkler，Horst：PhilippOttoRunge・VorlauferschaftundNachwirkunｇｌｎ：ＤａｓＮａｃｈ

ｌｅｂｅｎｄｅｒＲｏｍａｎｔｉｋｉｎｄｅｒｍｏdernendeutschenLiteraturl969HeiderbergS74
VgLDenkler,Ｈ、：ａ．ａ０．ｓ７５

フォン・アイネム139頁参照

VgLNabbe,Hildegard：DiegeheimeSchriftderNatur：LudwigTiecksundPhilippOttoRunges
AuffassungderHieroglypheSl6

2）

3）

4）

5）



木恒拾3８

6）

7）

8）

VgLNabbe,Ｈ､：ａａ､０．ｓ、１７

ＢｄＳ８７０

ＶｇＬＤ'ecultot,Elisabeth：DasFriihromantischeThemadermusikalischenLandschaftbeiPhilipp

ＯｔｔｏＲｕｎｇｅＵｎｄＬｕｄｗｉｇＴｉｅｃｋｌｎ：ＡＴＨＥＮＡＵＭ１９９５Ｓ２３３

9）

10）

11）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

ＶｇＬＤ，ecultot,Ｅ：ａ.ａ,ＯＳ２３３

ＶｇＬＤ'ecultot,Ｅ；ａ・ａ､ＯＳ２２１

ＢｄＳ９４５

ＶｇＬＮａｂｂｅ,Ｈ：ａ・ａ.Ｏ、Ｓ２９

Ｂｄ､ＩＳ６１

ＢｄｌＳ６８

ＢｄＳ１２９

ＢｄＳ１３５

ＢｄＳ１４０

Ｂｄ・Ｓ５０

ＢｄＳ１７０

ＶｇＬＤｅｎｋｌｅｒｊＨ.：ａ.ａ・ＯＳ､７９

フォン・アイネム147頁参照

VgLNabbe,Ｈ､：ａ・ａ､０.Ｓ２９

ＶｇＬＮａｂｂｅ,Ｈ､：ａ・ａ､０．Ｓ３０

Ｖｇｌ､Denkler,Ｈ､：ａ・ａ､０．ｓ､８７



3９ルンゲとティーク

PhilippOttoRungeundLudwigTieck

－UberdiemusikalischenundfarbreichenAnblicke

ＫｏｊｉＭＩＫＩ

Ｄ"α汀加e"/ｑ／Ａ〃比‘Ｍｚ肋2ｍαﾉﾉCs

Rzc"/１３ﾉｑ／Ｓｂだ"ce

OhZyzz〃αＵｉｚｊ"e応ｊｊｌｙｑ／Ｓと/e"ｃｅ

Ｒｊ〃ｃｈ０ｚ－Ｉ，Ｏﾉhzy[zma7D0-0005,ノヒ２，α〃

（RecievedOctober6,1997）

DieserAufsatzbehandelthauptsachlichdieVerwandtschaftderWerkevonTieck

undRunge,ihreNatur‐undKunstauffassungundihremystischeWeltanschauung､In

ihrenWerkengibtesvielemusikalischeundfarbenreicheSzene､TiecksahinRunges
●●

WerkendieVerk6rperungseinereigeneniisthetischenIdeen・DasAsthetischeistbei

ihnenmitdemReligi6senengverbundenDerZusammenhangderMusik,Mathematik，

undFarbenistdortdargestelltlhrzentralesMotivistdieBegegnungmitGottdurch

dieunendlichmannigfaltigenErscheinungenderNatur，ｚ・BdieBegeisterungbeim

AnblickderWalderundBerge・SieverfolgendieAusdrucksm6glichkeiteneiner

unersch6pflichenVielfaltvonBildernundldeen・Dabeiwendensiesichgegendie

klassischeNachahmungderNaturlnRungesBildernwerdenderpflanzenhafte

AufstiegdermenschlichenSeelealslneinandergreifenderNaturunddesMenschlichen

geschildert・ＵｎｄdieStufenalterdesMenschenwirdalsvierZeiteneinesTagesgemalt，

SeinehieroglyphischeSchaffensweiseundseineAuffassungderArabeskeerinnernan

diepoetischenldeenSchlegels，derdieSynthesederKUnstezumZielsetzte、Runge

nutzteMusikundgeometrischeFigurenalsWirkungsmittelundbildetedielebendige

TotalitatdesUniversumsablnseinenneuartigenKompositionsmethodensehenwir

auchdenVorlaufervondermodernenabstraktenKunst．


